
 
 
  

信州まちなかグリーンインフラ推進計画について 
はじめに １  

本県は、⼭岳や⽥園、⾥⼭等みどりの美しさや豊かさを実感できる一方、まちなかでは都市化の 
進展によりみどりが減少しています。また、昨今は「2050 ゼロカーボン」や「都市防災におけるみ
どりの重要性」、「緑化意識の継承」等の観点から、都市におけるみどりの重要性が⾼まっています。 

そこで、都市施設や⼟地利⽤にみどりの多様な機能の活⽤を図る“まちなかグリーンインフラ”を
推進するため、『信州まちなかグリーンインフラ推進計画』を策定しました。 

 

 

 

２０５０年『まち』が『みどり』であふれる 

 

・ 道路は、ウォーカブル（歩きたくなる道）に！ 

・ 公園や広場は、まちと人をつなぐ場に！ 

・ 河川や水路は、うるおいを感じ、水に親しめる場に！ 
 

 

・ 駐車場は、みどりであふれる！ 

・ 空き地が、みどりに生まれ変わる！ 

・ 建物の敷地内にみどりを育み、楽しむ！ 

・ 緑地は、まちの資産として守られ、活かされる！ 

公共インフラが「みどり」で変わる 

都市空間が「みどり」で色づく 

～まちなかみどり宣言～ 

 

 

 

親水性の確保 

屋上緑化 

駐車場の緑化 

 

空き地の利活用 

 

道路空間の利活用 

～みどりがあると楽しいこといっぱい～ 

30 年後の未来はこんなまちに！ 

四季を味わえる親水施設 

自然と共存する公共空間 

地域文化に根付いた 
エディブルガーデン 

緑化による憩いの提供 

新たなインフラ価値の創造 

 

緑地の保全･活用 

まちを守る既存の緑地 

まちなかでの展開方針 〜信州スタイル〜 ２ 
グリーンインフラをまちづくりの手段として捉え、まちなかに導入する際の展開方針（信州スタイル） 

を以下のとおり定めます。 
【信州の魅力を活かしたまちづくり】 
グリーンインフラを活⽤し、地域の⾃然、  

歴史・風⼟や農との共生など、多様な魅⼒に  
ふれられるまちづくりを目指します。 
 

【ひと中心のまち構造へ】 
⽇常生活や観光等で利⽤が多い歩⾏者動線

を基軸として、歩⾏者が中⼼となるまち構造 
への転換を意識したグリーンインフラの導入
を図ります。 
 

【小さな取組からまち全体へ】 
⼤都市のような⼤規模開発と連動したまち

づくりではなく、⾏政と⺠間事業者、地域住⺠
が共同で、小さな取組から実践し、まち全体へ
の展開を図ります。 

 

 

 方針１ 

方針２ 

方針３ 

・まちなかの公園や駅前広場 

・空き地などの低未利用地 

・点在する農地や樹林地 等 

・商店街･メインストリート 

・通学路や散歩道 

・散策路などの観光動線 等 

単一の 

（試行的な） 

取組 

屋上や壁面の活用 

複数の 

取組の連携 

多自然型護岸 

外周部の植栽 

河川空間の活用 

親水施設 
散策路 

多様な 

生物の生息 

健康増進･ 

ストレス軽減 

駐車場の活用 

透水性舗装 

修景 

地下浸透 

蒸発 緑化舗装 

蒸発散 

屋上緑化 

壁面緑化 

断熱･保温 

蒸発散 

蒸発散 

透水性舗装 

街路樹 

植栽 

修景 

地下浸透 

蒸発 

↖ 
浸透トレンチ 

道路空間の活用 

報告資料１ 

１ 

令和３年（2021 年）４月 23 日 
建設部 都市・まちづくり課 都市公園係 
高倉 明子（課長） 石合 貴徳（担当） 
電 話：026-235-7296（直通） 
    026-232-0111（代表）内線 3355 
ＦＡＸ：026-252-7315 
Ｅ-mail：toshi-machi@pref.nagano.lg.jp 



◆ 目標１ グリーンインフラの浸透 
県が策定する都市計画区域マスタープラン、市町村が策定する

市町村マスタープラン及び緑の基本計画にグリーンインフラを
位置付けます。 

◆ 目標２ グリーンインフラの普及 
まちなかにおけるグリーンインフラの導入事例を 

10 件（１圏域につき１件）以上つくることを目指します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
グリーンインフラをまちづくりの有⽤な手段として捉え、緑地等の適切な保全を図りながら、都市の

基盤となる道路や河川、公園等に積極的に取り入れるなど、「まち全体にグリーンインフラを広げていく
こと」を目的として、2030 年までの目標を定め、PDCA サイクルで管理･運⽤を図ります。 

 

計画の検証       

→達成指標の確認 

計画の改善        

→アクションプラン 

や指標等の見直し 

     計画の策定 

     計画の改定 

   計画の実施 

→アクションプラン 

Ｐ 

Ｃ 

Ａ Ｄ

計画の目的と目標 ３

 
「まちなか GI アクションプラン」を以下のとおり定め、３つの⾏動方針に基づいた実施項目を相互

に連携させて取組んでいきます。 

計画実⾏に向けてのアクションプラン ４
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2025 
(令和７年度） 

2023 
(令和５年度） 

2021 
(令和３年度) 

2022 
(令和４年度） 

2024 
(令和６年度） 

実施項目① 

市 町 村 や 民 間 事 業 者 

への浸透 

実施項目② 

モ デ ル 事 業 の 実 施 と 

効果の PR 

実施項目⑥ 

市町村や民間事業者、関

係団体と連携した取組 

関係者による協議会 
 

● 

協議会設置（各項目の検討事項の精査） 

  

県
に
よ
る
牽
引 

連
携
強
化 

 

 

 

実施項目④ 

基準強化に併せた財政

支援と優遇措置の検討 

公
民
の
共
同
の
ま
ち
づ
く
り

実施項目③ 

市町村と連携した協定

や基準強化による緑地

の創出 

実施項目⑤ 

新たな維持管理体制の

構築 

    ●                     ● 

・地域住民や地元事業者による選定路線の包括管理の検討  
・新たな維持管理体制の構築 

●  ●                     ● 

・県有施設の緑化検討  
・県営公園（若里公園）へのＧＩ導入  

・河川事業へのＧＩ導入箇所選定  
・ＧＩ導入型河川事業実施  

・まちなかの魅力創出が期待できる路線（区間）の選定  
・選定路線への街路樹整備等 

● ●  

・パンフレットによる周知  
・普及･啓発フォーラムの開催  
・都市計画区域マスタープランへＧＩの位置付け 

 

    ●                    ● 

・法令等による緑地確保の基準強化や緑地保全の方法研究  
・基準強化と連動した優遇措置の検討  

・導入市町村との調整 

●               ● 

・国の交付金（補助金）の活用促進  
・県による既存事業の見直しや新たな事業制度の検討  

                  ・新事業の実施 

● ●  
・市町村と連携した緑化施策  
・信州緑花ネットワークや長野県造園建設業協会等と連携  

    ・民間事業者による社会実験（長野駅前） 

⾏動方針１︓グリーンインフラの導⼊と効果の周知 

⾏動方針２︓グリーンインフラの導⼊環境の整備 

⾏動方針３︓グリーンインフラ導⼊体制の強化 

２ 



 

 
グリーンインフラによってもたらされる 

さまざまな便益 

 
快適性の向上  

気温上昇の抑制 

地域の 

価値の向上 農産物の生産 

 

水質の浄化  
土壌の保全 

水源の涵養 

 
経済の活性化 

観光振興 

健康増進･長寿 

 

移住･定住の促進 

防災・減災 

良好な 

景観の形成 

 

３ 


